
日本初！“筒型着物”レンタル店「Warabé Kyoto」

京都・東山エリアに3月25日(月)グランドオープン

着物は誰でも簡単に「3分で着られる」上下二部式着物を用意

カミーズ・ポップ株式会社（本社：京都府京都市東山区四条通大和大路下ル四丁目小松町119-1 代表取締
役：神永勉）は、3月25日(月)に着物レンタル店「Warabé Kyoto」（住所：京都府京都市東山区弓矢町23 1F)
をオープンします。

■こんな着物見たことない！日本初の筒型着物レンタル店。常時100個の筒が並ぶ圧巻の景観
京都・東山エリアに3月25日(月)にオープンする着物レンタル店「Warabé Kyoto」は、筒に着物を入れたスタ
イルで営業する日本初の「筒型着物」レンタル店です。筒の大きさは、高さ＝42センチ・直径＝8.5センチで、
柄は中に入っている着物の柄とリンクしたものを用意。常時100個の筒がずらりと並ぶ様子は圧巻です。店内
奥にはその場で写真を撮影できるコーナーや、休憩スペース、周辺の観光案内コーナーも用意しました。

着物は、当社で販売している「3分で着られる」二部式着物を用意。簡単に着用でき、通常の着物より動きや
すいため観光地を巡るのに適しています。簡単に着用できるだけでなく、女性物の着物生地は国産で京都で染
めているため高級感も携えています。また、欧米人観光客の方の「自分に着物は動きにくいのではないか、欧
米人が着物を着て歩いても良いのか」という考えを払拭するため、英語のできるスタッフが常駐し、着物着用
の動画や写真には海外モデルを起用しています。当社といたしましては、より多くの方に当店の着物を気軽に
着用していただき、着物の素晴らしさを伝え、素敵な思い出作りのサポートが出来たら、と考えております。

●取材に関するお問い合わせ●
Warabé Kyoto 広報事務局 担当：齊藤 古沢
TEL:06-4708-3766 E-mail:pr@raple.co.jp
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■「Warabé Kyoto」店舗詳細

店 名：Warabé Kyoto（ヨミ＝ワラベ キョウト）
住 所：京都府京都市東山区弓矢町23 1F
アクセス：清水五条駅＝徒歩5分/祇園四条駅＝徒歩6分
電話番号：075-746-3980
営業時間：9時～19時
定 休 日：無し
店舗面積：約70平方メートル

●取材に関するお問い合わせ●
Warabé Kyoto 広報事務局 担当：齊藤 古沢
TEL:06-4708-3766 E-mail:pr@raple.co.jp

是非、貴社媒体でお取扱い頂きますようお願い申し上げます。
ご不明点などございましたら、お気軽にお問い合わせくださいませ。

◎着物レンタル料金概要 ※価格は税別価格です
料 金：24時間(店の開店時間に返却願います) 3,000円
販 売：2万4,000円（会員登録とペア割で1着＝2万円）
サイズ展開：女性＝フリーサイズ/男性＝L・LL（L＝170センチ、LL＝185センチ）
柄の種類 ：筒付き＝女性3種類/筒無し＝女性4種類・男性2種類
オプション：「ヘアアレンジ」（1,000円）、「履物」（500円）など
筒のサイズ：高さ＝42センチ、直径＝8.5センチ
予約サイトURL：https://warabe-kyoto.com/

■カミーズ・ポップ株式会社について（会社HP＝http://camyspop.co.jp/）

■Warabé Kyotoでレンタルできる着物は「3分で着られる」二部式着物

女性用の着物は上下の二部式。上は前の合わせが縫い付けて
いるため、着崩れせずセーターのように上から被って着用出
来ます。下は巻きスカート式なので約3分で簡単に着用出来ま
す。仕上げに、兵児帯や短幅の帯を巻いて完成です。身長に
合わせて巻きスカートの位置を調節できるのも特徴です。

男性用の着物は身長に合わせてL・LLサイズをご用意していま
す。作務衣のようについた紐を結び、その上に兵児帯をする
だけなので、女性用同様、約3分で簡単に着用できます。

着物ネットショップHP＝https://camyspop.official.ec/

カミーズ・ポップは、キットカット抹茶を大ヒットに導いたネスレ日本
の元常務執行役員・神永勉が 、外資系大手で学んだマーケティングノウ
ハウを最大限生かして、日本の音楽・文化を世界に広げることにより、
より良い世界にしてゆくことを目的にした会社です。

現在着物を着て楽しむ茶道・書道イベント、殺陣イベント、着物ディス
コなどのイベントを企画中です。着物を来て楽しむ場、日本 文化を楽し
む場が京都を中心にどんどん増やしていけたら、と考えております。

筒型着物を手に持つ神永勉


